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東北大金研 前 川 禎 通
正方晶系の結晶構造を持つ RERh4B4(RE-希土類イオン)では, 大きな-軸性の磁気異方
性エネルギーが存在する.ここでは, RE-Ho, Er, Tmについての磁気異方性エネルギー
を求め, Erl_XHoxRhlB4及び Erll TmXRh4B4の相図について議論する｡
簡単のために,希土類イオンの角運動量Jに働 く異方性-ミル トニアンを
LU-DJz2,











ころが,超伝導転移に対 しては磁性イオンとして働 くことが実験的に見出された｡ Tm3+ィォ
ンは non･Kramersイオン(I-6)であるO従って,上記のDの値より基底状態は singletであ
る｡ところが,伝導電子はTm3+ィォンとの非弾性散乱を通 してその磁気的励起状態を見るこ
とができる｡以上のことから, Erト∬Tm∬Rh4B4の相関が理解できる｡
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